
きっと
　見つか

る

place 阿蘇フォークスクール

date 10/7
（sat）

10/9
（mon）

　今年もまたやってまいりました、ハンドメイド
好きにはたまらない秋のイベント。
　クラシックな佇まいの阿蘇フォークスクール
に、クラフト作家たちの真心こもったハンドメイ
ド品がところ狭しと立ち並びます。
　この秋、手作りのあたたかさに触れてみてはい
かがでしょうか。
　

お気に入り

第 58 回  高森町優良
子牛保留奨励品評会

　優良な子牛の自家保留を奨励して、次世代
の繁殖牛を育成するため、品評会が行われま
した。農家ご自慢の牛、褐毛４４頭、黒毛
２１頭の計６５頭が出陳されました。
　
褐毛（若令の部）　一席　グランドチャンピオン
　かごめ２　　　　（岡本　康雄さん）
褐毛（壮令の部）　一席
　ふくはま　　　　（増田　喜久吉さん）
黒毛（若令の部）　一席
　ひさゆり　　　　（松尾　治実さん）
黒毛（壮令の部）　一席
　ひかりの２の１　（白石　福男さん）

パスポートで入国審査
「わくわく英語子どもキャンプ」

　「英語による質疑応答」－本物の入国審査
さながらの英語力を試された町内の６年生。
ちゃんと英語で答えると、パスポートを模し
た「しおり」に入国スタンプを押してもらい
ました。キャンプ中は、オール英語！という
少々不安な状況下におかれた児童ですが、「わ
からないことは、中学生や高校生に聞いて頑
張る」と積極的に参加していました。

　九州北部豪雨の被災地・大分県日田市に続
き、福岡県朝倉市でもキッチンカーでの炊き
だし支援を行いました。高森野菜をふんだん
に使った、つるの子芋カレーや野菜スープな
どを配食。避難所にいた被災者は、「いつも
のお弁当にも感謝しているけれど、温かい食
事と野菜がたくさん入っているのは、本当に
ありがたい」と嬉しそうに言いました。

湯気立つ料理のありがたさ
～朝倉市での炊き出し支援～

8月1日（火）・2日（水）
7月25日（火）・26日（水）

8月4日（金）

「夢への挑戦」特賞に輝く!
～七夕飾りコンテスト～

　『夢への挑戦』をテーマにして作られた高
森東学園の七夕飾りが投票の結果、見事特賞
に輝きました。構想期間２ヶ月。配色を子ど
もたちに考えさせるのが大変だったと東学園
の石井先生は話します。出来上がった作品を
合体させ、光を通した時に子どもたちからは

「おー！」と歓声があがったと話してくれま
した。

8月10日（木）

7月30日
（日）

右往左往するのはどっち？　

ヤマメのつかみどり

　「ほら、そこたい！」「いたいた！」「あー、
逃げられた～・・・」　見つけても、ヤマメ
は巧に人の手をかいくぐります。汗が噴き出
るくらいの真夏日となったこの日、大勢の来
場者が湧水トンネル公園を訪れ、ヤマメのつ
かみ取りを楽しみました。訪れた小学生は、

「（ヤマメが）ぬるぬるしてたけど、楽しかっ
た」と初めてのつかみ取りの感想を言いまし
た。その場で塩焼きにしてもらえるとあって
賑わいを見せました。
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